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前文////"/"""" 

各 民族の 神話に 聖書の 光を 当てよ、 天地創造し たまえし 万物の 支配者で ある 獨神 nm_ の 礼拝が 
光赫 き、 獨り神 nm_ の榮 光、 各國 民に 耀 く。 

日本人で あれば、 聖書 原文を よく 読んで から、 古事記 原文を 読んで いくと その 真実が 耀 いて 来 
ます。 

さて、 神より、 示された、 惠 (啓） 示を 別 ぺージ にと り 急ぎ ザック リと お伝えし ます。 

聖書、 古事記の 原文を 参考に してみ てくだ さい。 

情報量が 膨大です ので、 この 世の 言葉では つたえきれ ないです が、 

神の アガぺ の 愛への 感謝と 賛美の 礼拝を してから、 聖書を 深く 読み、 それから 古事記を 読んで 
くださって 補って みて ください。 



以下 本文//"""""/" 

やま とのた みとへ ぶる のた みの そ して ぜんみん ぞくの ひと りの かみ 
〜 ぜんみん ぞ くの しんわに、 せいしよ の ひかり を かがやかせよ〜 

1111111111111111111111111111111111111111 

スメラ ミコ ト： 

スメ 総べ る、 全て、 治める。 

ラ 中心、 

スメラ 天地、 宇宙の 中心、 総べ る 中心、 

5 コト 尊、 永遠の 生命、 神、 神の 中の 神、 

唯一、 唯獨 り、 獨り神 nm_、 その 来たる 姿 獨り子 天地 （宇宙） の 中心 イエス キリス トにたい す 
る 尊称 語。 

総てを 総べ る唯獨 りの 神の こと、 つまり、 聖書の nm_、 古事記の 獨 神。 

転じて、 日の 本では、 その 祭祀 者が 代々、 称号と して 用いて いるが、 

本来は、 mrv 獨 神、 その 來 たる 姿 獨り子 天地 （宇宙） の 中心 イエス キリス トの 尊称で ある。 

イ ヤサカ： 

彌榮 いやさ か、 いやさ かえ。 

彌イヤ ますます、 いよいよ、 さら (こ。 

榮 神の 榮光 
、 神の 赫き 輝き。 

ますます、 神に 栄光 あれ。 

榮え 輝き 給え。 

神への 賛美と 感謝の 言。 

スメラ ミコ トイ ヤサカ： 

獨り神 nm_ よ、 ますます、 榮赫き 給えへ！ 

神の 榮赫を 賛美 感謝し ます。 

日の 本 おいて、 本来は、 

スメラ ミコ トの 尊称を 呼称と し た 祭祀 者が、 

神 祭りの 際に、 参列者、 神の 民と ともに、 獨り 神への 讚え 詞 として 称えた。 


また、 別の 尊称と して、 日の 本では、 



天 照 坐 皇大御 神: アマ テラス スメ オホ ミカ ミ （略称 天 照大御 神)、 

唯一 獨 りの 神、 永遠に して 隱 たる 神、 在りて 来たる 神、... 

である 獨神 nirv の靈的 に顕れ たる 尊称、 

天 アマ- 靈的全 宇宙、 

照 テ ラシ-偏在 にして 全 宇宙を 照らす、 

坐 マシ マス-全 宇宙を シ ラシ メス、 

皇 スメ-全ての 中心、 真中、 

大御神 オホ ミカ ミ-偉大なる 神。 

と、 

尊称され、 即ち、 聖書の 義 (神の 義) の 太陽 (この 世の 太陽の 意味では ない 比喩と してで ある)、 イ 
エス キリス トを 示す 尊称で ある。 

日ノ 本では 天皇 (スメラ ミコ ト) を 呼称す る、 天壌無窮の 祭祀 者 家系 (こより 祭祀され ている。 


獨神 nirv: 

神の 名は 人では 呼ぶ こ とがで きないた め、 

聖書では、 永遠、 隠れた る 唯一 の獨 神、 存在の 根源の nm_ と 記述され るが 発音は 秘 されて、 ア 
ドナイ (主) と 呼ばれて いる。 

古事記では、 永遠、 身を 隠した る 存在の 根源の 獨神 (ゆいいつ のかみ) と 記述され ている が 名は 
秘 されて いる。 


天地 初發之 時、 於 高天原 成 神 名、 天 之 御中 主神、 次 高 御 產巢日 神、 次 神 產巢日 神。 此三柱 神 
者、 並 獨神成 坐而、 隱身 也。 

riNi ,D_nUn n ベ 

■ V T T - S 1 ~ T - - 1 • VS T T > • ••: 

初發 に、 創造され た、 神は、 天と地を。 

初發に 神は 天地を 創造され た。 

高天原: (神の) 永遠 
高 タカ 時、 神の 時、 カイ ロス。 

天 アマ すべての 中心。 

原 八 ラ 無限の 空間、 無限の 水平。 

つまり、 時間と 空間を 超えた 中心、 

すなわち、 永遠。 



天地 初發之 時、 於 高天原 成 神 名、 天 之 御中 主神、 次 高 御 產巢日 神、 次 神 產巢日 神。 此三柱 神 
者、 並 獨神成 坐而、 隱身 也。 

天 之 御中 主神、 高 御 產巢日 神、 神 產巢日 神、 この 三柱の神は みな 隠れた る 永遠の 存在で ある 獨 
神から 成 坐 (ナリ マシ マス: すべてを 成し おさめて いる） している。 

聖書では、 天の 父、 御子 イエス キリス ト、 聖靈の 三つは、 唯 獨の神 nm_ で 在る ことを 示して い 
る。 神は すべて 創造し 成し 給うて いる。 

即ち、 天の 父: 天 之 御中 主神、 御子 イエス キリス ト: 高 御 產巢日 神、 聖靈: 神 產巢日 神、 に 当た 
"S) 〇 


そして、 聖書の 三位一 体の 唯一 獨 つの 神 nm_ は、 古事記の 獨 神に 当たる。 

此三柱 神 者、 並 獨神成 坐而: この 三柱の神 (三位の 神) は、 みな (すべから く) 獨 神から 成り ませ 
"S) 〇 

成り ませる は、 在りて 在る であり、 在りて 在る 永遠の 存在の 根源で ある 隠れた る獨神 nm_ を 示 
す。 


高天原 (時空を 超えた 存在) 永遠の 神 は、 隱身也 (隠れた る 神): D*7IV、 唯獨 りの 獨神 である。 

主 イエス キリス トは、 隠れた る 永遠の 生命で ある 獨 神の 獨り子 である。 

唯獨の 救いの 神 nm_ の 現れた る 姿、 それを 獨 子と 尊称し 奉る。 

ヨ八ネ 伝に あるよう に、 すべて 全 宇宙、 天を 照らす 神の 光と して 来られ 今 も 中心に 坐 (在し ま 
す)。 

その 御 存在み 詞 ロゴ' ス 権威を 受け入れた ものは 神の 子と 成る 特権を 与えられた。 それは、 天地 
が 始まる 前から 記されて いる 者たち、 基督 者 クリス チヤンで ある。 

獨子 イエス キリス トと 祭祀 者 カム ヤマ トイ八 レビ コノ ミコ ト： 

日ノ 本での 尊称: 高 御 產巢日 神、 高木 神、 天 照 皇大御 神。 

古事記の 神武 天皇の くだりでは、 高木 神 天照大神 (D_nh の 神、 " 我々’’ に 通じる、 聖書で も 神は 人 
間 (こ 対しては しばしば 複数形と して 現れ 示され)、 高木 神と してで てく る。 

神武 天皇は、 受肉 前の 主 イエス キリス トを 祭祀し、 受靈 (うけ ひ) し、 隠れた る 永遠の 獨神 nm_ の 
詔を 靈受 し、 大和の 國を おさめた。 


ヤ マト: 



ヤ マト詞 では、 ヤ: 神、 マ: 真、 卜: 止まる 所、 真の 神が 止まる 國の 意味。 

広義では 神 現れた る 神より おさめられ たる 國 (クニとは 範囲、 場所)、 

狭義では、 現世 (うつしよ、 この 世) の 日本 あるいは 大和 地方。 

獨り神 も 詔勅を 獨 子から 受靈 (5 け ひ) により 祭祀 者が 給わり、 臣下が 補弼 (祭の 政 化) してきた 國 
であるの ヒのモ トの 國の 尊称の 一つで ある。 


ヒ： 

当て字で、 

靈 、日、 火、 命、 息... 

と ある あらわし ている。 

神の 靈 ことで あるし、 神 ご 自身の 忌み 名で ある も ある。 

聖書には 芝の 燃え 榮る 火、 火の 柱、 神の 息吹、 風、 などで 神を 讚え ている。 

ヒのモ ト： 

靈ノ 本、 

日ノ 本、 

広義で、 獨神 nm _ の 息吹 (靈) の 本、 神 坐 (まします) 処、 神の 臨在な どを 示す。 

狭義では 現世 (この 世) の 日本 國、 大和の など 國。 

崇神 尊皇： 

天地創造し たまう 獨神 nirv と、 その 獨り子 イエス キリス ト、 獨 神の 御霊 (聖 靈) を 崇拝し, 祭祀 者 
の 天皇を 尊ぶ。 

崇 神： 常に、 三 柱に して 獨 神、 三位一 体の 存在 nirv を 崇め 祀 るる こと。 

尊皇： また、 天上 無 謬の 祭祀 者 家系 も 尊ぶ こと、 但し、 崇拝して は、 ならない。 

祭と 政と 奉： 

古来、 全世界では、 

天地、 全世界を 創造し、 今 も 生きて、 天地を 活かされ いる、 

唯、 獨 りの 神 nm •を 崇め 拝して いた。 

しかし、 時 が 流れ、 

人は、 驕り 高ぶりと マ モナ この 世の 悪魔の 誘惑から、 

巩神 多神教、 人の 先祖 崇拝、 物で 形作った 神への 崇拝な ど、 偶像崇拝と 堕落した。 

日ノ 本で も、 

巩 神 多神教、 人の 先祖 崇拝が、 入って くるまでは、 



古事記に 示される ように、 すべてを ならしめ たもうて いる 存在、 獨り神 mrv、 その 獨り 子で あ 
る受肉 前の 靈 なる 主 イエス キリス トを 祭祀 (まつり） し、 受靈 (うけ ひ) し、 隠れた る 永遠の 獨神 
nm_ の 詔を 靈受 し、 國を政 (まつり: おさめ) ていた。 

即ち、 祭司が、 神を 奉り、 その 意 (靈) を 受け、 これ、 祭で あり、 

それを さらに 臣民が 受け、 神の 御 心に 適っ た 政 (まつり : 政治) を 行い、 國 作りを していく のが 本 
来の 姿で ある。 

真 (<_( ア ー メ ー ン )((_、 

主 イエス キリス トが 仰 しゃった 祈りの ごとく、 

御名を 崇めさせ 給へ、 

神の 御國に 入らせ (来らせ、 在らせ、 現せ) 給へ 

神の 御 心の 隨に 天が 成って いるよう に 地 (この 世) にも 神の 御 心の 隨に 成らせ 給へ、 

である。 

祈り、 祭し、 政して いくのが 本来の 國の 姿で ある。 

また、 各々 にしても、 

同じ ことで ある。 

第一に、 唯獨 りの 神を、 獨神 nm_ と 獨り子 イエス キリス トを その 御靈 を、 全身 全靈を かけて 求 
め、 

崇め たてまつる ことで ある。 

宜しく、 

家庭に おいても 個人に おいても、 天地を 創造し、 いま も 生きて 我々 を 活かして くださって い 
る、 獨神 nm_ と 獨り子 イエス キリス トを その 御靈を 求め 祈り 礼拝す る こ とで ある。 

もっとも 崇高な 礼拝とは、 神 ここに 坐 (まします) との 主 イエスの 臨在を 感じ、 神と ともに 生活 
する ことで ある。 この 人を 神の 人と いい、 義 (神との 深き 交わり) の 人い う。 

宜しく、 

私たちの 中 (こまし まし、 また、 神の 中 (こいる 私たちを、 実感し 受け入れ 生活して いくのが 神の 
子と であり 義人で ある。 

そこに、 神の愛 アガぺ が 在る、 アガぺ が 流れて る キリス トの 清く 温かい 血潮 血脈の 中に 私たち 
は 活かされ、 また、 私たちの なか (こも、 キリス トの 清く 温かい アガぺ の 血潮 血脈が ながれて い 
るので ある 靈的 にも 肉的に もで ある。 

ア ー乂一 、ノ八 八 八 八！ ノ 、レ J レ. ヤ — A / V \ A ! 

イエス キリス トに 彌々 (いよいよ、 ますます) の榮光 あれ！ 

真の 靈 なる スメラ ミコ トなる イエス キリス ト 彌榮、 彌榮、 彌榮！ 



そして、 その 祭司なる 天皇、 うつし 世の スメラ ミコ ト彌 榮彌榮 彌榮！ 


以上の ことを 鑑みて、 

我が 日ノ 本の 國 は、 ヤマト 民族は、 

もとから 天地を 創造し、 いま も 生きて 我々 を 活かして くださって いる、 獨神 nm •と 獨り子 イエ 
スキ リス トを その 御靈を 求め 祈り 礼拝、 祭祀して きた 國柄 であり、 今 も 神 (こより アガぺ され 活 
かされて いる 國と 民で ある。 

へ ブライと 同じく 靈 的に、 獨神 nm _ を 崇めて きた 靈的 民族で ある。 

礼拝の 様式は、 地域、 時代、 風土と もに 変わり 違い、 土地柄、 民族 ごとに 神が 定めて いる。 
もとから、 獨り 神を 崇めし、 國 民は、 今 ある、 様式 そのままで よい、 

拍手、 ネ し、 で獨り 神を 拝して 良い、 

聖書に も、 古代へ ブライでは、 拍手、 平伏で 獨り 神を 礼拝して いたと ある。 

即ち、 我が 國の 皇室 祭祀の 仕方を 変える こと もな く、 また、 

御祭 神 も そのままで 良い。 

(もちろん、 偶像崇拝は べつで ある、 御利益 崇拝、 多神教 も 別で ある） 

在りて 在る 神、 唯獨 りの 神 nm _ を、 我が 園では、 その 御名を 直接 呼ぶ ことを 憚り様々 な 御 尊称 
で 呼んで いる、 へ ブライの 民 もまた、 アド ナイ (主、 ご主人 さま) と 呼んで きた。 

他の 民族の 神話に も、 最初の 存在にたい しては、 呼ばない か、 例え 話 や 尊称に している。 

様式よ 0 右、 

何よりも、 

主 イエス キリス ト 日く、 

靈 (こよって、 靈 なる 隠れた る獨神 n I n _ を 礼拝す る のが 大切 である。 


http://qod2proDhet.blogsDot.ip/201 6/1 2/blog-post 29.html 

ひの も との かみは ゆいいつの かみで ある。 

靈 (ヒヤ マ ト .へ ブライ) の 本 (モ ト) の 神 (かみ) は獨 (ひとり. ゆいいつ) の 神 (かみ) である。 
(古事記 天地 始發段 へ ブライ 聖書 IV 洲 ~1 ュ） 

静かに 目を 閉じ 心 静め、 

私の 意識 (肉体の 命: プ シュケー: cpuxn ) が 無くなる 時、 

私 (神の 命: ゾーエ :_!) は 祈 ります、 

その 時、 カイ ロスの 時、 


聖書と 古事記を カイ ロスに 讀む 時、 

獨り 神が 唯一 絶対の 神が、 

浮かび上がって 来ます。 

隐れ たる 隐身 (カ ミ) が、 永遠が、 

成りて 来たり 給うて 居る のです。 

主は 偉大な り、 

ア ーメン 本当に！ アーメン 本当 (こ！ 

主は 愛されて いる！ 我が 國 を！ 日本を！ ヤマト 民族を！ 

主 イエス キリス トは アガぺ されて いる。 

2000 年 前、 あなたが 人の 姿で 現れた あの 國の あのへ ブライの 民と 等 しく 愛 して アガぺ して 祝福 
してく ださつ ている！ 

主よ 主よ！ ありがとうぎ ざいます。 

主 イエス キリス トが 愛されて いる 日本を 日本に 主の 幸 あれ！ 

主 イエス キリス トが 祝福され ている 日本に ますますの 主の 榮光 あれ！ 


httD：//god2DroDhet.bloasDot.iD/20i "01/bloa-Dost 41.html 

nm •なる 獨 神よ！ 〜 永遠なる 唯獨 りの 隱 身の 在りて 表れ 足る 神への 感謝の 祈り nm_ 
わがや まとの かみよ、 わがへ ぶる のかみ よ、 

ただ ひとりの かみよ、 

われに ちからを あたえた まへ、 

あ 一 めん、 はれる や、 あ 一 めん、 はれる や、 

わがす くいの かみ、 いえす さま、 いえす さま、 

わが、 ひ (靈) の もとの おおいを とりはらえ たまへ、 

あなたは、 おおいなるち からによ りて、 とりはらつ てくだ さいました。 

れい (靈) のめ ひらけ、 やまとと へぶ るは ひとつに かえり、 せかいは すくわれました。 
あ 一 めん、 はれる や、 あ 一 めん、 はれる や、 

すめら みこと (獨神 • mn_) いやさ かい やさ かい やさ か、 

ありがとう ございます、 ありがとう ございます、 

あなたに かんし ゃいた します。 

ただ ひとりの、 いだいなる ちちよ、 すくいぬしよ、 せいれいよ、 

イエスなる nm_ なる 獨 神よ！ 


注) この 世の 心 静め、 靈 性に 読み取って く ださい。 


nm_ (へ ブライ 語、 へ ブル 語） 

nm_: 在りて 在り 足る、 来たりて 来たり 足る、 全てを 創造し 活かし 永遠 無限の 隱 たる 唯 獨 (ひと 
り) の 神。 

イエス キリス ト： nirv は 救い、 救いの 神、 永遠 無限の 身を 隱 したる 唯 獨の神 nm_ が 人の 姿を 取つ 
て 救し M こ 現れ 靈 (こ 帰られた。 そして、 しヽ まも 靈 から 永遠に 救い 助 け 続け 跋い 清め 続けて いてく 
ださつ ている。 

獨 神: 在りて 在り 足る、 来たりて 来たり 足る、 全てを 創造し 活かし 永遠 無限の 隱 たる 唯 獨 (ひと 
0) の 神。 

すめら みこと （補足）： 

すめら: 並て (すべて • ならびて)、 全て、 総て、 治める、 根源、 源、 唯一、 獨)。 

みこと: 命、 尊、 神、 靈、 隱身 (かみ)、 永遠、 存在、 言、 事、 来 足る、 在り 足る。 

すめら みこと: 在りて 在り 足る、 来たりて 来たり 足る、 全てを 創造し 活かし 永遠 無限の 隱 たる 唯 
獨 (ひとり) の 神。 つまり、 獨神 • nirv。 

唯一、 唯獨 り、 獨り神 nirv、 

その 來 たる 姿 獨り子 天地 （宇宙） の 中心 イエス キリス トにたい する 尊称 語。 

総てを 総べ る唯獨 りの 神の こと、 つまり、 聖書の nm_、 古事記の 獨 神。 

転じて、 日の 本では、 その 祭祀 者が 代々、 称号と して 用いて いるが、 

本来は、 nirv 獨 神、 その 來 たる 姿 獨り子 天地 （宇宙） の 中心 イエス キリス トの 尊称で ある。 


捕 追） 日本の 神社の 祭神に ついて。 

神社 御祭 神で、 明治神宮、 東郷 神社な ど、 

國 家への 功労者、 偉人な どを 祀つ ている 社 も あるが、 

これは、 現代で も 聖書の アブ ラノ V 厶や ヤコブの 史跡を 巡る のと おなじで、 

偉人を 尊ぶ 志 しで あり、 聖書 あるよう (こ 父母を 尊ぶ の と 同じで ある。 

獨り神 nm' を 崇める のとは、 まつた く 別で あるのは いうまでもない。 

しかし、 

外来の 仏教 (本来は 無神論) とも にきた 後期 ヒ ンズ ー教の 多 神 信仰、 儒教の 先祖 崇拝から きてい 
る 神社は 注意す る 必要が ある。 

要は、 行かなければ よい。 

唯一の 神に かなわぬ ものは、 廃れる だけで ある。 



